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各      位 

会 社 名  株式会社Ｃ＆Ｇシステムズ 

代表者名  代表取締役社長 山口 修司 

（ＪＡＳＤＡＱ  コード ６６３３） 

問合せ先 執行役員 管理統括部 部長 

            大野 聡太郎 

（ＴＥＬ. ０３－５７９３－８８００） 

 

中期経営計画策定に関するお知らせ 

 

当社はこの度、平成 31 年までの長期ビジョンおよび、平成 22 年 12 月期から平成 24 年 12 月期まで

の 3年間を対象とした中期経営計画を策定いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

1. 計画策定の背景 

当社は平成 19 年 7 月の設立時に第 2期（平成 20 年 12 月期）から第 6期（平成 24 年 12 月期）まで

の 5ヵ年を対象期間とした中期経営計画を策定し、第 6期で売上高 80 億円、売上高経常利益率 15％を

経営目標といたしました。第 1期においてグループ子会社の統廃合を行うことで、主力である CAD/CAM

事業に経営資源を集中し、第 2期以降の黒字化を目指してまいりました。 

しかしながら、平成 20 年後半からの金融危機に端を発した世界同時不況は当社グループの主要顧客

である金型関連企業の収益にも大きく悪影響を及ぼしました。このため金型関連企業の設備投資に対

する姿勢は極めて慎重となり、その結果当社グループの収益も大きく低下し、中期経営計画の計画値

を大幅に下回ることとなりました。またこの収益性低下に伴い減損処理を行ったこと等から、第 1 期

に続いて、第 2期、第 3期とも大幅な当期純損失を計上する結果となりました。 

このような極めて厳しい状況を鑑み、当社は平成 22 年 1 月 1日付で主要連結子会社のコンピュータ

エンジニアリング社（以下、「CE 社」）およびグラフィックプロダクツ社（以下、「GP 社」）を吸収合併

し、当社設立当初よりも戦略をスピーディに実行できる強固なグループ統制を導入、モノづくり分野

全体に向けたソリューション開発の強化等を通じた技術力の融合を目指すことといたしました。 

早急に統合効果を出していくため、当社では合併に先駆け両社の重複する営業拠点、技術サービス

等の統合および人件費削減等の経営合理化策を実施いたしました。加えて、今般の激しく変化する市

場動向に機動的に対応していく経営戦略・事業戦略の策定が必要であると考え、当社設立当初に策定

した中期経営計画を全面的に見直し、平成 31 年までの長期ビジョンおよび、新たに第 4 期（平成 22

年 12 月期）から第 6期（平成 24 年 12 月期）の 3ヵ年を対象期間とした中期経営計画を策定すること

といたしました。 



 - 2 - 

 

2. コーポレートスローガン 

 

Creative & Global & Solution  

（- 世界を築く、創造のソリューション -） 

「世界を築く、創造のソリューション。」をコーポレ

ートスローガンに掲げ、金型モノづくり全体の最適化ソ

リューションをグローバルに提供してまいります。 

スローガンデザインには CGS の語源である「C: 

Creative」「G: Global」に、当社が提供する「S: Solution」

を強固な結びつきで表し、企業がもつ“強さと確かさ”

を力強く表現しております。 

3. 長期ビジョン（平成 22 年 12 月期～平成 31 年 12 月期） 

当社は、平成 22 年 12 月期から平成 31 年 12 月期までの長期ビジョンを、以下のように定めました。 

 

長期ビジョン： 

金型製造業全体を支援する技術分野において、世界規模でのデファクトスタンダード化を目指す 

当社が培ってきた CAD/CAM 技術をベースに、世界に通用する金型製造支援技術の育成と世界市場シ

ェアのさらなる拡大にチャレンジしてまいります。 

4. 3 ヵ年（平成 22 年 12 月期～平成 24 年 12 月期）基本方針 

「3. 長期ビジョン」の達成に向けて、平成 22 年 12 月期から平成 24 年 12 月期の 3 ヵ年の中期ビジ

ョンおよび基本方針を、以下のように定めました。 

 

中期ビジョン： 

現有の金型関連 CAD/CAM パッケージ事業を中核に、海外への積極的な展開と新規事業の育成を図る

【基本方針】 

① 販売シナジー創出 

旧 CE 社および旧 GP 社の市場に対し相互販売を行うことで、売上拡大に貢献する。 

② 製品シナジー創出 

旧 CE 社および旧 GP 社製品のラインナップ見直しを図る。両社製品を統合した高付加価値製

品や、必要な機能だけ利用できる最適化製品等、お客様のニーズに合わせた商品をラインナッ

プする。 

③ 海外展開の強化 

  拠点の見直しおよび拡張、販売代理店の整備を行うと共に、汎用 CAD メーカーの販売チャネ

ルを活用し販路を拡大する。 

④ 新規事業開拓 

  金型設計加工の周辺分野に対する支援技術（金型向け PLM 技術、生産管理支援技術）を育成

する。 
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5. 事業領域 

（1）事業セグメント 

国内においては、現有の金型関連

CAD/CAM パッケージ事業で培ってきた顧

客層に対し高付加価値の新規技術を提供

していくことで、金型製造全体に関わる

技術を網羅するだけでなく、製品単価の

向上にもつながると考えております。 

一方、工作機械メーカー等、現有市場

以外の隣接市場・他市場に当社の CAD/CAM

技術を活かした設計加工技術を提供する

ことにより、マーケット拡大と商談機会

の向上を図ります。 

海外については、日系企業だけでなく

ローカルユーザに向けたパッケージ製品

を海外向け価格で中国、東南アジア、欧

米に供給してまいります。 

 

（2）各事業の特色 

事業名 事業内容 特色・強み 主たる商品名 

金
型
関
連
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業 

• 金型設計加工分野を主

とした自社開発 CADCAM

パッケージ製品の販

売・サービス 

• パッケージ製品販売と

同期した保守サービス 

• スケールメリット 

旧CE社／旧GP社の合算で約7千社の導

入実績 

• 契約更新率の高い保守事業 

更新率 85%、売上構成比 70%で安定した

収益構造 

• 拡大市場 

金型製造分野が新規参入は少ない寡占

状態。国内における成長性は高くないも

のの、海外はアジアを中心に急拡大して

おり、世界的に見れば拡大傾向にある 

• 海外販売チャネル 

国内主要都市（東京／北関東／名古屋／

大阪／九州）に加えアジア、欧米の販売

チャネルを有する 

• Excess （ 金 型 向 け 2 次 元

CAD/CAM システム） 

• Neosolid（金型向け 3 次元

CAD/CAM システム） 

• CAM-TOOL(金型向け多軸加工

CAM システム) 

• CraftMILL（試作向け多軸加工

CAM システム） 
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製
造
向
け
Ｓ
Ｉ
事
業 

• 金型を中核とした製品

製造のあらゆる工程

（現場密着型）に対す

る作業の効率化・標準

化支援ツールの企画・

開発・販売・サポート 

• 3 次元デジタルツール

の提供による省エネ・

省資源の実現 

• 設計加工関連データの活用支援 

CAD/CAM/CAEシステムで入手した関連デ

ータの属性を後工程で活用できる技術

を提供 

• 情報の一元化支援 

設計から加工、成形まで情報の一元管理

を可能にし金型製造全体の効率化を実

現 

• 製品パッケージ化へのノウハウ供給 

受託アプリケーションの開発を通じパ

ッケージ商品へのノウハウを供給 

• 金型向け PLM（金型製造現場支

援システムおよび個別受託開

発） 

• AIQ（金型向け生産管理支援シ

ステム） 

• e-Karte（金型品質傾向管理シ

ステム） 

Ｏ
Ｅ
Ｍ
事
業 

• 既存技術の戦略的提供 

- 金型関連市場 

- 隣接市場 

- 競合しない 

  CAD/CAM システム 

   市場 

• 新規ビジネス創出 

旧CE社／旧GP社の自社開発で確立され

た技術と他技術（画像処理、CNC 制御技

術）との融合により新たなビジネスチャ

ンスを創出 

• 戦略的 OEM 販売の実現 

現有の金型向け CAD/CAM 市場における

ネームバリューを活かした戦略的 OEM

販売が可能 

• 工作機メーカーに対する CAM

システムおよび画像自動化シ

ステムの OEM 供給 

• 3次元加工パス計算エンジンの

OEM 供給 

• CAD/CAM 製品の OEM 供給 

金
型
製
造
事
業 

• 金型製造請負業および

関連設備の販売・輸出

入 

• ファブレスビジネスによる収益確保 

最小限の設備投資で実現可能な金型請

負ビジネスにより小リスクで収益を確

保 

• 市場動向の反映 

市場動向を金型関連 CAD/CAM パッケー

ジ事業へ反映 

• 自動車部品向け金型 

 

事業名 事業内容 特色・強み 主たる商品名 
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6. 3 ヵ年重点施策 

• 現有技術開発 

- CAD/CAM を中核とした新機能の拡張と CAD/CAM 統合新製品の市場投入 

• 製品販売 

- 「金型製造全体の最適化」をテーマに、大手中堅金型企業向け提案事業を育成、安定した収

益モデルを構築 

• 保守サービス 

- 現在の保守更新率の維持強化と新たな保守サービス商品の開発 

• 販売推進活動 

- PR イベントの開催・大規模展示会出展による製品ブランドおよびコーポレートブランドの市

場認知 

- 製品の相互販売に向けての活動を強化 

• 海外展開 

- 海外拠点および代理店の拡充 

- 汎用 CAD メーカーの海外ネットワークを活用した製品提供・販売モデルの具現化 

• 新規事業（製造向け SI 事業、OEM 事業） 

- 金型設計加工分野(CAD/CAM)を中核とした 周辺分野の支援技術事業の強化育成 

 

 

以  上 

 


